
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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開庁時間　午前8時30分～午後5時 

人口 

男 

女 

世帯数 

85,077 

43,146 

41,931 

36,037

人 

人 

人 

世帯 

6人減 

13人減 

　　7人増 

1世帯増 

※人口及び世帯数は、住民基本台帳と 
　外国人登録によるものです。 

人口と世帯数 
（平成23年7月1日現在） 

2011
平成23年 

第1072号  7.15
毎月1日・15日発行 

緑につつまれ友愛に満ちた 

市民のまち稲城 

主
な
記
事 

7月27日（水）稲城市民憲章推進の日 
稲城市民デーinジャイアンツ球場 
7月24日（日）実施　第37回環境美化市民運動 
助成額を引き上げました　耐震診断・耐震改修 
平成24年度　市職員の募集 
ヘルスメーター 
女性のための健康づくり教室 

2 面 
3 面 
4 面 
5 面 
6 面 
7 面 
8 面 

毎月1日・15日発行 

稲
城
市
市
制
施
行

周
年
記
念
事
業

映
画
「
日
輪
の
遺
産
」
試
写
会
・
浅
田
次
郎
先
生
特
別
講
演
会
を
開
催

詳
し
く
は
、
2
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

40

!!

　

私
た
ち
の
先
人
は
、
こ
れ
ま
で

数
々
の
災
害
を
乗
り
越
え
て
、
今

日
の
日
本
を
創
り
あ
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
社
会
は
必
ず
再
生

さ
れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
復
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大

変
長
い
期
間
、
ま
た
多
く
の
財
源

が
必
要
で
あ
り
、
東
日
本
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
日
本
全
体
の
問
題

と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
街
中
全
部
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
よ
う
な
被
災
地
も
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
消
防
あ

る
い
は
医
療
と
い
っ
た
専
門
職
員

だ
け
で
は
な
く
て
、
街
の
復
興
の

た
め
に
一
般
事
務
を
行
う
人
も
足

ら
な
い
よ
う
な
状
況
も
ご
ざ
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
本
市
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
中
長
期
に
渡
っ
て
、
お
金

だ
け
で
は
な
く
人
的
な
支
援
、
き

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災

状
況
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
わ
が
街

稲
城
も
、自
分
達
の
足
元
を
固
め
、

防
災
、
安
全
、
信
頼
で
き
る
街
づ

く
り
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
防
災
計

画
の
根
幹
と
な
る
地
域
防
災
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
震
あ
る
い

は
被
害
規
模
の
想
定
を
見
直
し
、

対
応
策
を
よ
り
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
未
然
に
そ
う
い
っ

た
被
災
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
耐
震

改
修
促
進
計
画
を
推
進
し
、
耐
震

診
断
、
耐
震
改
修
の
補
助
制
度
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
市
立
病
院
を
は

じ
め
特
に
重
要
な
公
共
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
自
家
発
電
設
備
及

び
燃
料
の
備
蓄
等
の
強
化
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
計
画

停
電
の
期
間
中
に
、
住
民
票
の
発

行
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
ご

迷
惑
を
か
け
た
実
例
も
ご
ざ
い
ま

し
た
。
市
役
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

電
源
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
の
よ

う
な
大
震
災
が
起
こ
っ
た
場
合
、

全
て
行
政
の
消
防
力
だ
け
で
防
御

　

本
市
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
度

は
第
四
次
長
期
総
合
計
画
の
ス
タ

ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。
基
本
構

想
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画

に
掲
げ
ら
れ
た
将
来
都
市
像
で
あ

る
「
緑
に
つ
つ
ま
れ　

友
愛
に
満

ち
た
市
民
の
ま
ち　

稲
城
」
を
継

承
し
つ
つ
「
と
も
に
つ
く
ろ
う　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

元
気
な
ま
ち
」

を
こ
れ
か
ら
の　

年
の
ま
ち
づ
く

１０

り
の
方
向
性
と
し
て
定
め
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
の
意
見
を
集
約
し
な

が
ら
作
っ
て
き
た
こ
の
計
画
を

「
作
っ
た
け
れ
ど
も
実
施
が
で
き

て
い
な
い
で
は
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
着
実
に
実

行
し
て
い
く
た
め
に
、
し
っ
か
り

と
し
た
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

６
月　

日
か
ら
開
か
れ
た
平
成　

年
第
２
回
市
議
会

１０

２３

定
例
会
の
本
会
議
の
冒
頭
、
�
橋
市
長
は
所
信
表
明
を

述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

「
と
も
に
つ
く
ろ
う

笑
顔
あ
ふ
れ
る

元
気
な
ま
ち
」

を
目
指
し
て

人と文化を育むふれあいのあるまちづくり
　教育施策につきましては、私立幼稚園等園児保護者負担軽減補助金及び在宅
幼児教育費補助金の引き上げ、食育を更に推進するための栄養教諭配置、学校
図書館司書の拡充等を実施してまいります。また、学校の適正規模や配置・通
学区域等の検討を進めてまいります。学校施設・整備につきましては、稲城第
一小学校建て替え工事等基本設計、稲城第七小学校大規模改修工事設計等を進
めてまいります。また、南山東部土地区画整理事業に伴い、同地内に新たな小
学校を建設するための設計に着手してまいります。学校給食につきましては、
食数を考慮した蒸気回転釜の更新、アレルギーのある子どもたちへの給食の改

東
北
地
方
へ
の

復
興
支
援

防
災
対
策
の
強
化

第
四
次

長
期
総
合
計
画
の推

進

　

こ
の
度
、
４
月　

日
の
稲
城
市

２４

長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
の
ご
信
任
、
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
第
４
代
稲
城
市

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
私
の
今
後
４
年
間
の
任

期
に
お
け
る
施
策
の
方
針
に
つ
い

て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
と
し
て
、３
点
申
し
上
げ
ま
す
。

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
不
可
能
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自

主
防
災
組
織
を
さ
ら
に
拡
大
し
、

ま
た
増
設
も
し
ま
し
て
、
自
助
、

共
助
、
公
助
、
最
初
の
３
分
は
自

分
で
守
る
、
最
初
の
３
時
間
は
お

互
い
の
近
所
で
守
り
合
う
、
最
初

の
３
日
間
は
公
助
、
行
政
の
消
防

力
で
防
御
す
る
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

平成２３年度
所信表明

め
細
か
な
支
援
を
継
続
・
拡
充
し
、

東
北
地
方
の
復
興
、
日
本
の
復
興

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲市長　�橋 勝浩

善に努めてまいります。
　社会教育施設の整備につきましては、第二文化センターの耐震診断及び大規
模改修工事基本設計を実施してまいります。第68回国民体育大会開催に向け、
実行委員会を中心として、積極的に開催準備に取り組んでまいります。また、
国体会場となる中央公園野球場の改修工事を実施してまいります。

だれもが健康で安心してともに暮らせるまちづくり
　（仮称）健康プラザにつきましては、初度備品などを購入し、平成24年開
館に向けた準備を進めてまいります。また、同施設内には地域福祉の拠点とい
たしまして、「（仮称）ふれあいセンター大丸」を開設してまいります。
　市立病院につきましては、地域の中核病院として、市内の医療機関とネット
ワークを構築して、情報の共有化を図り、役割を分担して、医療サービスの効
率化と保健福祉サービスとの連携を図ってまいります。
　高齢者支援施策につきましては、高齢者
生活支援品支給対象者の拡充を図ってまい
ります。
　障害者福祉施策につきましては、障害者
就労支援センター事業委託、障害者相談支
援事業委託において、職員体制の強化を図
り、相談支援体制を充実してまいります。

だれもが心豊かに暮らせる平和で安全なまちづくり
　平和事業につきましては、市内公立中学校の2年生を対象に、平和の川柳コ
ンクールを実施してまいります。
　コミュニティの育成支援につきましては、市民が行う様々な地域活動や社会
貢献活動に、ポイントを付与する市民活動ポイント制度の運用を実施してまい
ります。
　防災対策の推進につきましては、東日本大震災に伴い、市内の震災対応や被
災地域への緊急支援物資搬送を実施したことから、東日本大震災対策費の事業
を新規に設置し対応してまいります。また、減災対策につきましては、家具転
倒防止事業の拡充、木造住宅耐震診断助成金の引き上げ、消防無線デジタル化
に向けた消防施設の整備を実施してまいります。

環境にやさしく活力あるまちづくり
　環境施策につきましては、社会経済情勢や環境技術の向上など諸状況の変化
を踏まえ、（仮称）第二次環境基本計画の策定に着手してまいります。
　産業の振興につきましては、新規需要開拓に取り組む事業者への支援、住宅
改修等補助事業、商工会と連携した「稲城のお土産」推奨事業の導入の検討を
実施してまいります。また、ジャイアンツ球場でのイベントを通して、特産品
などをＰＲし、まちの活性化に努めてまいります。

水と緑につつまれたやすらぎのあるまちづくり
　都市基盤整備につきましては、適切な土地利用の推進を図るための指針とな
る、都市計画マスタープランの改定作業、有料自転車等駐輪場利用の促進、良
質な住宅、住環境の整備に関する指針である住宅マスタープラン改定作業等を
実施してまいります。

市民とともに歩むまちづくり
　（仮称）健康プラザの管理運営における指定管理者の選定につきましては、
指定管理者選定委員会に、委員として地域の代表者や学識経験者などを加え、
選定審査を実施してまいります。

▲（
仮
称
）健
康
プ
ラ
ザ

平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成 222222222222222 333333333333333 年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけ予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算ののののののののののののののの特特特特特特特特特特特特特特特徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴

臨 時 的 な 事 業
　市制施行40周年記念事業として、映画「日輪の遺産」試写会を開催すると
ともに、原作者である浅田次郎氏による特別講演会を同時に開催いたします。
また、大河原邦男氏がデザインされたガンダムなどを絵柄にした住民票を期間
限定で発行するとともに記念切手シートを販売いたします。
　東日本大震災に伴い被災地から都内に避難されてきた方々に対する生活支援
事業として、国の緊急雇用創出事業臨時特例補助金を活用し、期間限定で市の
嘱託職員として雇用してまいります。
　市の節電対策といたしまして、極力エアコンに頼らない環境を整えるため、
網戸の設置を行ってまいります。また、非常時に市民サービスの提供ができる
よう電源関係の整備を図ってまいります。

■問企画政策課企画政策係
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凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

 

ゴンドラ山頂ステーション 

プールWAI入場口 

太陽の広場 

駐車場入口 

入園受付特設テント 

入園口 
「スカイゲート」 

会場 
案内図 
会場 
案内図 

バスのりば 

　

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で

は
「
憲
章
で
広
げ
よ
う　

心
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
休

み
の
一
日
を
楽
し
み
、
市
民
憲
章

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
を
一
日
入
園
無
料
と

し
、「
稲
城
市
民
憲
章
推
進
の
日
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
園
者
が

対
象
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
東

京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
監
督
・
選
手
・

関
係
者
が
登
場
す
る
予
定
で
す
。

■対
 

稲
城
市
民
・
在
学
・
在
園
者

■日
 

７
月　

日（
水
）

２７

※
雨
天
決
行

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

※
入
園
受
付
時
間
は
午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
３
時

■場
 

よ
み
う
り
ラ
ン
ド

▽
受
付
場
所　

ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
横
の
入
園
受
付
特
設

テ
ン
ト
（
左
下
図
参
照
）

▽
入
園
方
法　

右
記
の
入
園
引
換

券
に
住
所
な
ど
を
記
入
し
て
、
当

日
入
園
受
付
特
設
テ
ン
ト
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

稲城市民憲章推進協議会 

※当日入園前に、この券を入園受付特設 

テントに提出してください。 

大　　人（　　　）人 

中　学　生（　　　）人 

未就学児（　　　）人 

 

高校生（　　　）人 

小学生（　　　）人 

inよみうりランド 

入園引換券 

稲城市民憲章推進の日 

住所　稲城市 

〈
切
り
取
り
〉 

稲城市民憲章

一、太陽と緑をたいせつにし、土の香りのある
まちをつくりましょう。

一、市民としての自覚をもち、助け合って住み
よいまちをつくりましょう。

一、年よりやこどもをいたわり、若い力を育て
るまちをつくりましょう。

一、心身ともに健やかに、笑顔で働けるまちを
つくりましょう。

一、伝統を尊び、文化を高め、未来に展望がも
てるまちをつくりましょう。

（昭和56年11月1日制定）

無
料

②
各
種
割
引

○
の
り
も
の
券
シ
ー
ト
＝
１
２
０

０
円
↓　

円
８００

○
ワ
ン
デ
ー
パ
ス
（
プ
ー
ル
付
）

＝
大
人
４
５
０
０
円
↓
２
５
０
０

円
、
子
供
３
５
０
０
円
↓
２
５
０

０
円

○
プ
ー
ル
Ｗ
Ａ
Ｉ
＝
大
人
２
８
０

０
円
↓
１
８
０
０
円
、
子
供
１
８

０
０
円
↓　

円
８００

※
高
校
生
ま
で
は
子
供
料
金
で
す
。

■問
 

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事

務
局（
協
働
推
進
課
協
働
推
進
係
）

　

全
問
正
解
す
る
と
、
抽
選
で
、

す
て
き
な
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１１

▽
受
付
時
間
・
会
場　

午
前　

時
１０

〜　

時　

分
・
太
陽
の
広
場
横
特

１１

３０

設
テ
ン
ト
（
左
下
図
参
照
）

◆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た

る
抽
選
会
を
行
い
ま
す
（
都
合
に

よ
り
、
時
間
・
内
容
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

■時
 

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

１５

１１

■場
 

太
陽
の
広
場
（
左
下
図
参
照
）

【返信用　表】 

申
込
者
氏
名
　
様 

申
込
者
住
所 

【往信用　裏】 

【往信用　表】 【返信用　裏】 

住所 
氏名（ふりがな） 
年齢 
電話番号 
会社名または学校名 
（市内在勤・在学の方） 
車椅子ご利用の方は 
その旨を記入（それ 
以外の方は記入不要） 

１． 
２． 
３． 
４． 
５． 
 
６． 

（抽選後に当選結
果などを記載のう
え、返信します） 

〒206－8601

稲
城
市
東
長
沼 

　
　
　
　
　
２
１
１
１ 

稲
城
市
役
所 

企
画
政
策
課
　
行 

未記入 

返信 

往信 

　

稲
城
市
内
に
あ
る
多
摩
サ
ー
ビ

ス
補
助
施
設
を
舞
台
と
し
た
小
説

「
日
輪
の
遺
産
」
が
映
画
化
さ
れ
、

８
月　

日（
土
）か
ら
全
国
公
開
さ

２７

れ
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
原
作
者
で
あ
る

浅
田
次
郎
先
生
が
稲
城
市
に
住
ま

わ
れ
て
い
た
際
に
執
筆
さ
れ
、
作

品
中
に
登
場
す
る
武
蔵
小
玉
市
は

稲
城
市
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
制
施
行　

周
年
記
念
事
業
と

４０

し
て
、
映
画
『
日
輪
の
遺
産
』
の

試
写
会
と
浅
田
次
郎
先
生
の
特
別

講
演
会
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
小
学
生
以
上
）

■日
 

８
月
７
日（
日
）

■時
 

午
後
１
時
〜
５
時　

分
頃
（
午

１５

後
０
時　

分
受
付
開
始
）

３０

■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

■定
 

ペ
ア　

組　

人
（
応
募
多
数
の

２００

４００

場
合
抽
選
）

■内
 

第
１
部
＝
試
写
会
・
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
、
第
２
部
＝
講

１５

４５

演
会
・
午
後
４
時
〜
５
時　

分
１５

■費
 

無
料

■申
 

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
（
下
の
記
入
例
参
照
）
し
、
企

画
政
策
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

■限
 

７
月　

日（
金
）

２２

必
着

※
応
募
は
１
人
１

枚
ま
で
と
し
、
重
複
が
確
認
さ
れ

た
場
合
や
往
復
は
が
き
の
記
載
事

項
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
無
効
と

し
ま
す
。

※
抽
選
結
果
は
、
発
送
を
も
っ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
小
学
生
の
み
の
入
場
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
当
日
は
当
選
は
が
き
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
当
選
は
が
き
１
枚

に
つ
き
２
名
様
が
入
場
で
き
ま

す
。

※
当
日
は
電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
ま
た
は
近
隣
の
一
般

　

応
募
多
数
の
場
合
、
公
開
に

よ
る
抽
選
を
行
い
ま
す
。

■日
 

７
月　

日（
月
）

２５

■時
 

午
前
９
時
〜　

時
１０

■場
 

市
役
所
６
階　

会
議
室

６０１

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

■先
 

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
車
椅
子
を
ご
利
用
の
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

7月27日
（水）稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章

推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進ののののののののののののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
稲城市民憲章
推進の日

公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
！

春 の 叙 勲 受 章 者
　市内にお住まいの次の方々が、春の叙勲などを受章さ
れました。おめでとうございます。

▽春の叙勲
瑞宝小綬章
川村　直道氏（元建設大学校計画管理部長・向陽台在住）
深野　政雄氏
（元最高裁判所第三小法廷首席書記官・若葉台在住）

瑞宝双光章
 江  原 　正氏（元公立中学校長・平尾在住）
え ばら

瑞宝単光章
 情  野 　亨氏（元稲城市消防団長・矢野口在住）
せい の

▽危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章
 高 乘   　公男氏（元警視庁警視・向陽台在住）
たか のり

瑞宝単光章
加藤　 長壽 氏（元東京消防庁消防司令補・押立在住）

ちょうじゅ

 九  十  九 　一成氏（元警視庁警部・平尾在住）
つ く も

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
選
手
の
サ
イ
ン

色
紙
や
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
選
手
の

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

①
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
遊
園
地
入
園

◆
特
典

○C 2011「日輪の遺産」製作委員会

映
画『
日
輪
の
遺
産
』

試
写
会
・

 
浅
田
次
郎
先
生

　
　

特
別
講
演
会
を

実
施
し
ま
す
！

inよみうりランド

稲城市市制施行
40周年記念事業



２３・７・１５（3）　代表電話は378－2111

■日
 

７
月　

日（
日
）

１７

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
「
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
ま
す
。

■場
 

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
球
場
（
京

王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
か
ら
徒
歩

約　

分
）

１０
■内
 

午
前　

時　

分　

開
場

１０

３０

試
合
開
始
前

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

○
市
長
に
よ
る
始
球
式

○
駒
沢
女
子
大
学
に
よ
る
チ
ア
リ

ー
デ
ィ
ン
グ

午
後
１
時

　

試
合
開
始
（
対
東
北
楽
天
ゴ
ー

※当日ジャイアンツ球場入場前の、入場受 
付特設テントに提出してください。 
（この券1枚で5人まで入場できます） 
※中学生の方は学生証、生徒手帳をご提示 
ください。 
※満員の場合は、立見または入場をお断り 
する場合があります。 

中　学　生 

小　学　生 

未就学児 

（　　　）人 

（　　　）人 

（　　　）人 

inジャイアンツ球場 

入場招待券 

稲城市民デー 

住所　稲城市 

〈
切
り
取
り
〉 

自
転
車
に
乗
る
時
に
守
る
こ
と

　

次
の
自
転
車
安
全
利
用
５
則
を

守
っ
て
安
全
に
自
転
車
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
は
車
道
を
走
る
の
が
原

則
で
す
が
、
自
転
車
通
行
可
の
標

識
が
あ
る
と
こ
ろ
の
他
、　

歳
未

１３

満
の
子
ど
も
は
自
転
車
で
歩
道
を

通
行
で
き
ま
す
（　

歳
以
上
の
高

７０

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
も
通
行

で
き
ま
す
）
。

②
車
道
で
は
自
転
車
は
左
側
を
通

行
し
ま
し
ょ
う
。

③
自
転
車
で
歩
道
を
走
る
場
合
は
、

歩
行
者
優
先
で
自
転
車
は
車
道
寄

り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

二
人
乗
り
や
並
進
、
無
灯
火
、
信

号
無
視
や
一
時
不
停
止
は
絶
対
や

め
ま
し
ょ
う
。

⑤　

歳
未
満
の
子
ど
も
が
自
転
車

１３
に
乗
る
時
に
は
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

■問
 

管
理
課
交
通
対
策
係

　

例
年
、
夏
休
み
の
時
期
に
は
、

子
ど
も
の
交
通
事
故
が
多
く
な
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
悲
惨
な
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
保
護
者
の
方

は
次
の
こ
と
を
よ
く
注
意
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
で
必
ず
守
る
こ
と

①
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
横
断

歩
道
や
歩
道
橋
の
あ
る
場
所
を
渡

り
ま
し
ょ
う
。

②
信
号
機
が
青
に
な
っ
て
も
慌
て

ず
、
右
、
左
、
も
う
一
度
右
を
よ

く
見
て
か
ら
道
路
を
渡
り
ま
し
ょ

う
。

③
道
路
や
そ
の
近
く
で
ボ
ー
ル
遊

び
な
ど
を
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

稲城市民デー
inジャイアンツ球場
（イースタンリーグ公式戦）

交
通
事
故
の
な
い
、

楽
し
い
夏
休
み
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う

貸
与
機
器
）

▽
詳
細
確
認
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
他
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書

館
で
も
測
定
結
果
の
貼
り
出
し
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
そ
の
他　

今
後
も
放
射
線
量
の

測
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
結
果

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
適
宜
公
表
し
ま
す
。

※
測
定
値
０
・　

〜
０
・　

マ
イ

０２

０９

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
を
基
に
し

た
年
間
換
算
推
計
は
０
・　

〜
１１

０
・　

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
と

４７

な
り
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
勧
告
に
よ
る
一
般

の
人
が
受
け
る
平
常
時
の
放
射
線

量
の
指
標
（
自
然
放
射
線
量
な
ど

を
除
く
）
で
あ
る
年
間
１
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
以
下
の
値
と
な
り
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係
・
環
境
政

策
係

分
〜
正
午
（
１
人
３
〜
５
分
）
に

行
い
ま
す
（
撮
影
禁
止
）
。

○
上
記
イ
ベ
ン
ト
は　

日（
日
）の

１７

み
で
す
が
、　

日（
土
）午
後
４
時

１６

〜
と　

日（
月
）午
後
４
時
〜
の
試

１８

合
開
催
時
も
、
左
上
の
入
場
招
待

券
は
利
用
で
き
ま
す
（
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

■主
 
（
株
）よ
み
う
り
ラ
ン
ド
、
読
売

新
聞
、
報
知
新
聞

■共
 

稲
城
市

■問
 

経
済
課
商
工
係

①
花
火
は
夜　

時
ま
で

１０

②
バ
ケ
ツ
に
水
を
用
意
す
る

③
ゴ
ミ
は
全
て
持
ち
帰
る

※
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
爆
竹
な
ど
は
、

他
の
利
用
者
や
近
隣
の
方
に
迷
惑

と
な
り
ま
す
の
で
、
禁
止
し
て
い

ま
す
。

※
迷
惑
行
為
な
ど
を
発
見
し
た
場

合
は
、
市
内
公
園
の
指
定
管
理
者

で
あ
る（
財
）い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン
ウ

ェ
ル
ネ
ス
財
団
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※
夜
間
の
公
園
利
用
に
よ
る
安
眠

妨
害
や
不
審
者
に
関
す
る
こ
と
は
、

　

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

１１０■問
 

緑
と
建
設
課
緑
と
公
園
係
、（
財
）

い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス
財

団　

1　

・
７
１
５
６

３３１

公
園
で
花
火
を

す
る
時
の
約
束

　

夏
は
、
日
が
沈
ん
だ
後
に
公
園

を
利
用
す
る
方
が
多
く
見
ら
れ
る

季
節
で
す
。
夜
遅
く
ま
で
大
声
で

公
園
を

利
用
す
る

皆
さ
ん
へ

ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
）

○
試
合
の
途
中
に
、
市
の
特
産
物

で
あ
る
梨
や
ぶ
ど
う
、梨
ワ
イ
ン
、

弁
天
通
り
商
店
会
賞
（
弁
天
通
り

商
店
会
で
使
え
る
商
品
券
）
が
当

た
る
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
（
数
量
限

定
・
入
場
時
配
布
）
の
抽
選
会
が

あ
り
ま
す
。

■費
 

市
内
在
住
の
中
学
生
以
下
の
方

は
無
料
（
左
上
の
招
待
券
を
特
設

テ
ン
ト
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
高
校
生
以
上
の
方
は
１
千
円

そ
の
他

○
市
内
の
お
店
が
球
場
に
臨
時
出

店
し
ま
す
。

○
市
内
の
中
学
生
以
下
の
方
先
着

　

人
に
、
選
手
の
サ
イ
ン
入
り
ボ

３０ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

○
選
手
が
練
習
し
て
い
る
室
内
練

習
場
の
見
学
会
を
、
午
前　

時　
１０

３０

騒
ぐ
な
ど
、
公
園
の
周
辺
に
住
ん

で
い
る
方
に
迷
惑
と
な
る
行
為
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。

7月17日（日）

稲城市産農産物の放射性物質検査の結果

放射能濃度（ベクレル／kg）

採取
日時

採取
場所品目 放射性セシウム放射性ヨウ素

実測値暫定
規制値実測値暫定

規制値

ＮＤ500ＮＤ2，0007月6日
午前9時30分

稲城市内
農家

コマツナ
（露地栽培）

※ＮＤとは、検査機関の分析による検出限界値未満を示します。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
起
因
す
る
農
産
物
に
対
す
る

放
射
性
物
質
の
影
響
に
つ
い
て
、

東
京
都
は
稲
城
市
産
農
産
物
の
放

射
性
物
質
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

▽
検
査
内
容
及
び
結
果　

稲
城
市

産
の
コ
マ
ツ
ナ
の
検
査
結
果
は
、

暫
定
規
制
値
以
下
で
し
た
。

※
暫
定
規
制
値
と
は
、
放
射
性
物

質
を
含
む
食
品
を
、
毎
日
一
定
の

量
を
１
年
間
摂
取
し
た
と
し
て
も
、

線
量
レ
ベ
ル
で
示
し
た
線
量
を
超

え
な
い
よ
う
に
基
準
を
設
定
し
た

も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
生
活
協
同
組

合
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
食

品
の
安
全
」（ 　
 h

ttp
://jccu

.

HP

coop
/food

‐safety
/q
a

/q
a０３
_０３
.h
tm
l#
q０８

）
、

「
食
品
中
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
値
の
根
拠

に
つ
い
て
（
解
説
）
」
Ｐ
Ｄ
Ｆ

（ 　
 h

ttp
://jccu

.coop
/fo

HP

od

‐safety
/q
a/p
d
f/q
a

０３
_０３
_０３
.p
d
f

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▽
検
査
実
施
主
体　

東
京
都

▽
検
査
実
施
機
関　

東
京
都
健
康

安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

▽
検
査
対
象
品
目　

稲
城
市
の
農

地
で
栽
培
さ
れ
た
コ
マ
ツ
ナ
１
検

体▽
検
査
結
果　

下
表
の
と
お
り

■問
 

経
済
課
農
政
係

　

東
京
都
及
び
市
に
よ
っ
て
稲
城

市
内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま

す
。

【
東
京
都
に
よ
る
測
定
】

▽
測
定
場
所　

中
央
公
園
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド

▽
測
定
日　

６
月　

日
１５

▽
測
定
結
果　

○
地
上
５　

＝
０
・　

マ
イ
ク
ロ

cm

０５

シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

○
地
上　
　

＝
０
・　

マ
イ
ク
ロ

１００
cm

０５

シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

▽
使
用
機
器　

日
立
ア
ロ
カ
メ
デ

ィ
カ
ル
Ｔ
Ｃ
Ｓ－

　
１６６

■問
 

東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ

ー　

1　

・
３
３
６
３
・
３
２
３

０３

１
、
「
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ

ン
タ
ー
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
都
内

の
環
境
放
射
線
測
定
結
果
」
（ 　
 HP

h
ttp
:/
/
m
o
n
ito
rin
g
.to

k
y
o

‐eik
en
.g
o.jp
/m
on
i

toring/

）

【
市
に
よ
る
測
定
】

▽
測
定
場
所　

市
立
小
・
中
学
校
、

私
立
・
市
立
保
育
園
、
私
立
幼
稚

園
、
計　

地
点

３８

▽
測
定
箇
所　

校
庭
ま
た
は
園
庭

及
び
プ
ー
ル（
小
・
中
学
校
の
み
）

▽
測
定
日　

６
月　

日
〜
７
月
１

２８

日▽
測
定
結
果　

０
・　

〜
０
・　

０２

０９

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

（
校
庭
及
び
園
庭
は
地
上
高
５
、

　

、　
　

、
プ
ー
ル
は
水
面
で
測

５０

１００
cm

定
を
実
施
）

▽
使
用
機
器　

Ｄ
ｏ
ｓ
ｅ
Ｒ
Ａ
Ｅ

２　

Ｐ
Ｒ
Ｍ－

１
２
０
０
（
都
の

稲
城
市
産
農
産
物
の

放
射
性
物
質
検
査
の
結
果

　

市
立
病
院
で
は
生
活
習
慣
病
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
あ
な
た
の
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
不
要
・
費
用
無
料

■日
 

７
月　

日（
木
）

２１

■時
 

午
後
３
時
〜
（
約
１
時
間
）

■場
 

市
立
病
院
３
階
講
義
室

■内
 

■講
 

「
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

ヒ
ン
ト
〜
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
に
〜
」
・
栄
養
士

■問
 

市
立
病
院
医
事
課
外
来
係　

1

　

・
０
９
３
１

３７７ 生
活
習
慣
病
教
室

あ
な
た
の
生
活

 

見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

市
内
の

空
間
放
射
線
量

測
定
結
果



２３・７・１５ 代表電話は378－2111　（4）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

参
加
者
募
集

8
月
4
日（
木
）

夏
休
み
親
子
で
ご
み
処
理
施
設
見
学
会

!!

■先
■問

家
庭 
剪  
定 
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報　

▽
７
月
〜
８
月
前
半
の
作
業
日
・
会
場　

７
月　

日（
火
）・
坂
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
、８
月
２
日（
火
）・
向
陽
台
城
山
公
園　

※
作
業
日
前
週
の
土
曜
日
か
ら
作
業
日
前
日
ま
で
に
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い（
草
葉
・
野
菜
く
ず
持
込
不
可
。事
業
者
の
方
の
持
込
不
可
）。■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

せ
ん 
て
い

１９

花
火
遊
び
は
、

迷
惑
に
な
ら
な
い

場
所
と
時
間
と

後
始
末

ご
注
意
！

古
い
扇
風
機

…
火
災
の
恐
れ
も

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
減
ら
す
と
と

も
に
、
今
夏
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
る
、
電
力
の
供
給
不
足

回
避
た
め
に
節
電
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
、
夏

（
７
月
〜
９
月
）
の
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
８
時
に
お
け
る
家
庭

で
の
使
用
電
力　

％
削
減
を
呼
び

１５

か
け
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
必
要
な
機
器
を
考
え
、

不
要
な
機
器
の
使
用
を
控
え
ま
し

ょ
う
。　

工
夫
で
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

可
能
な
範
囲
で
軽
装
を
心
掛
け
、

扇
風
機
な
ど
を
併
用
す
る
こ
と
で
、

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
抑
え
た

り
、
使
用
自
体
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
す
だ
れ
や
よ
し
ず
で

日
差
し
を
和
ら
げ
る
こ
と
も
有
効

で
す
。

「
冷
蔵
庫
」
の
省
エ
ネ
も

　

普
段
、
電
源
を
抜
く
こ
と
が
で

き
な
い
冷
蔵
庫
で
す
が
、
設
定
を

「
強
」
か
ら
「
中
」
に
変
え
る
だ

け
で
も
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
す
ぎ
る

と
、
冷
気
の
循
環
が
悪
く
な
り
、

電
気
を
多
く
使
い
ま
す
。
冷
蔵
庫

内
に
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
な
ど
を

貼
り
、
開
放
時
に
も
冷
気
が
逃
げ

な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
も
有
効
で

す
。

待
機
電
力
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

使
用
し
て
い
な
い
テ
レ
ビ
な
ど

は
、
リ
モ
コ
ン
で
電
源
を
切
る
だ

け
で
は
な
く
、
主
電
源
を
切
り
ま

し
ょ
う
。
家
電
製
品
の
中
に
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
を
差
し
込
ん
で
い
る

だ
け
で
電
力
を
消
費
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
使
用
し
て
い
な

い
製
品
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き

ま
し
ょ
う
。

交
通
手
段
の
見
直
し
を

　

自
動
車
か
ら
は
温
室
効
果
ガ
ス

が
多
く
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
徒

歩
や
自
転
車
で
移
動
可
能
な
範
囲

で
は
自
動
車
の
使
用
を
控
え
た
り
、

自
家
用
車
で
は
な
く
電
車
や
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
選
択
す

る
こ
と
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

参
加
者
募
集
！

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

　

自
動
車
に
乗
る
際
は
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
市

で
は
、
好
き
な
時
間
に
講
習
が
受

け
ら
れ
る
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習

会
」
の
参
加
者
を
現
在
募
集
中
で

す
。
過
去
の
参
加
者
は
平
均　

％
２０

以
上
の
燃
費
削
減
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

　

環
境
美
化
市
民
運
動
は
、
各
地

区
の
自
治
会
な
ど
の
代
表
者
で
構

成
さ
れ
る
推
進
本
部
が
中
心
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
る
市
内
一
斉
美

化
運
動
で
す
。

　

夏
休
み
に
入
り
最
初
の
日
曜
日

で
す
が
、
ご
家
族
・
ご
近
所
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
無
理
を
な
さ
ら
ず
、

け
が
の
な
い
美
化
運
動
に
な
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
 

７
月　

日（
日
）

２４

※
小
雨
実
施

※
雨
天
の
場
合
で
も
ご
み
収
集
車

を
手
配
し
ま
す
。

■時
 

午
前
８
時
〜
正
午

※
清
掃
開
始
時
間
、
集
合
場
所
な

ど
は
各
自
治
会
・
団
体
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■内
 

道
路
（
危
険
の
な
い
場
所
）
や

水
路
、
公
園
な
ど
公
共
の
場
所
を

中
心
に
、
散
乱
ご
み
の
収
集
や
草

取
り
な
ど

■持
 

暑
さ
対
策
の
帽
子
、軍
手
、鎌
、

ス
コ
ッ
プ
、
竹
ぼ
う
き
な
ど

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
ご
み
の
出
し
方　

燃
え
る
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
、 
剪  
定 
枝
、
ヘ
ド

せ
ん 
て
い

ロ
・
汚
泥
に
分
別
し
、
各
自
治
会

や
団
体
が
指
定
し
た
場
所
（
赤
い

旗
が
目
印
）に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
袋
は
市
か
ら
各
団
体
へ
配

布
し
て
い
ま
す
。

▽
ご
み
の
収
集　

当
日
の
午
前
９

時
頃
か
ら
、
指
定
場
所
（
赤
い
旗

が
目
印
）
に
集
め
ら
れ
た
燃
え
る

ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、
剪
定
枝

な
ど
の
収
集
を
開
始
し
ま
す
。
収

集
は
午
前
と
午
後
、
１
回
ず
つ
行

い
ま
す
（
収
集
漏
れ
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
）
。

※
ヘ
ド
ロ
・
汚
泥
は
土
の
う
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
水
分

を
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
７
月　

日
２６

（
火
）に
収
集
し
ま
す
（
予
定
）
。

実
施
の
有
無
の
お
知
ら
せ

▽
防
災
行
政
無
線　

午
前
７
時　
３０

分
に
実
施
ま
た
は
中
止
の
お
知
ら

せ
を
し
ま
す
。

▽
多
摩
テ
レ
ビ　

午
前
７
時
か
ら

　

秒
間
、
実
施
ま
た
は
中
止
の
お

３０知
ら
せ
を
放
送
し
ま
す
。

中
止
情
報
の
お
知
ら
せ

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
稲
城
市
メ

ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
り
連

絡
し
ま
す
（
要
事
前
登
録
）
。

※
登
録
し
て
い
な
い
方
で
も
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
配
信
履

歴
に
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

▽
テ
ー
マ　

①
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
、
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
こ
と　

②
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
禁
止
や
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
持
ち

帰
り
な
ど
、
環
境
美
化
に
関
す
る

こ
と

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
生
以
上
の
方

▽
応
募
期
間　

９
月
１
日（
木
）〜

　

月　

日（
金
）

１０

１４

▽
規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙
（
切

り
絵
、
貼
り
絵
は
不
可
）

※
作
品
は
本
人
の
も
の
で
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■申
 

作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
年
齢
、
電
話
番
号

（
小
・
中
学
生
は
学
校
名
、
学
年
）

を
記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
審
査　

テ
ー
マ
①
は
稲
城
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
、
テ

ー
マ
②
は
稲
城
市
ま
ち
を
き
れ
い

に
す
る
市
民
協
議
会
で
、
そ
れ
ぞ

れ
審
査
し
ま
す
。

▽
審
査
結
果　

応
募
者
宛
て
に
郵

送
し
ま
す
。

※
市
立
小
・
中
学
生
に
は
、
学
校

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
並
び
に
所

有
権
は
主
催
者
（
稲
城
市
）
に
帰

属
し
ま
す
。

※
展
示
や
掲
載
に
伴
い
、
入
選
者

の
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
を
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
の
う
え
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

今
年
の
夏
も

ご
協
力
く
だ
さ
い

省
エ
ネ
・
節
電

き
れ
い
な
ま
ち
を

い
つ
ま
で
も

募
集
し
ま
す

環
境
ポ
ス
タ
ー

7月24日（日）実施

第37回
環境美化市民運動
まちの美化は、あなたが主役

納期限　8月1日（月）
固定資産税・都市計画税

（第2期）
国民健康保険税
（第1期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 納税課

■対
 

小
学
校
高
学
年
生
と
そ
の
保
護

者
（
小
学
生
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き

保
護
者
１
名
以
上
）

■日
 

①
８
月
２
日（
火
）、
②
８
月
３

日（
水
）、
③
８
月
４
日（
木
）

■時
 

午
前　

時　

分
開
始
（
午
後
１

１０

３０

時　

分
頃
解
散
）

３０
■場
 

中
央
公
民
館
実
習
室

■定
 

各
回　

人
程
度
（
先
着
順
）

１２

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
事
前
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■限
 

実
施
日
２
日
前
（
各
回
）

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

▲

平
成　

年
度
最
優
秀
賞

22

　

（
伊
藤　

泰
蔵
さ
ん
の
作
品
）

○
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
安
全

な
場
所
を
選
ぶ
。

○
風
の
強
い
日
に
は
花
火
を
し
な

い
。

○
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な

い
。

○
注
意
書
き
を
必
ず
読
む
。

○
音
の
大
き
い
花
火
は
夜
遅
く
に

し
な
い
。

○
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま

と
め
て
火
を
つ
け
な
い
。

○
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用

意
し
、
終
わ
っ
た
花
火
は
必
ず
水

に
つ
け
る
。

○
使
い
終
わ
っ
た
花
火
の
ご
み
は

必
ず
持
ち
帰
る
。

　

夏
の
風
物
詩
お
も
ち
ゃ
花
火
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を

守
っ
て
け
が
や
事
故
の
な
い
よ
う

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

小
田
良
地
区
（
坂
浜
の
一
部
）

で
、
組
合
方
式
に
よ
る
土
地
区
画

整
理
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

（
下
図
参
照
）
。
こ
れ
に
伴
い
、

次
の
日
程
で
区
域
の
縦
覧
を
し
ま

す
。
ま
た
、
借
地
権
の
申
告
も
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
こ
の
地
区
内

に
土
地
を
借
り
て
家
を
建
て
て
い

る
方
で
未
登
記
の
方
は
、
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
公
告
日　

７
月　

日（
火
）

１９

■間
 

７
月　

日
（
火
）
〜
８
月
２
日

１９

（
火
）

※
縦
覧
は
土
・
日
曜
日
も
行
い
ま

す
。

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■場
 

市
役
所
３
階
市
街
地
整
備
課

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
１
階

警
備
員
室
前
）

※
借
地
権
の
申
告
期
間
は
、
７
月

小
田
良
地
区
の
区
域
の
縦
覧

小田良地区土地区画整理事業（予定）区域図ら
エ
ア
コ
ン
（
ク
ー
ラ
ー
）
の
使

用
を
控
え
、
扇
風
機
を
使
用
す
る

機
会
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

猛
暑
で
あ
っ
た
昨
年
は
、
古
い
扇

風
機
に
よ
る
火
災
が
全
国
で
約　
２０

件
発
生
し
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
使
用
し
て
い
な
か
っ

た
古
い
扇
風
機
を
使
用
す
る
場
合

で
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
ひ
と
つ

で
も
見
ら
れ
る
扇
風
機
は
、
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
す
ぐ
動

か
な
い
。

○
焦
げ
臭
い
に
お
い
が
す
る
。

○
羽
根
の
回
転
の
動
き
が
不
規
則

で
あ
る
。

○
モ
ー
タ
ー
に
異
常
な
振
動
音
が

す
る
。

○
電
源
コ
ー
ド
に
触
れ
た
り
折
り

曲
げ
た
り
す
る
と
動
い
た
り
動
か

な
か
っ
た
り
す
る
。

■問
 

稲
城
消
防
署
予
防
課
査
察
指
導

係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

　

こ
の
夏
は
電
力
不
足
の
影
響
か

　

市
で
は
『
み
ど
り
東
京
・
温
暖

化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環

と
し
て
、
東
京
ガ
ス（
株
）と
協
力

し
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

「
食
事
」
か
ら
、
一
緒
に
環
境
の

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
も

役
立
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▲昨年の実施の様子

　

日（
火
）〜
８
月　

日（
木
）で
す

１９

１８

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
開
庁
日
の

受
付
）
。

■問
 

市
街
地
整
備
課
事
業
調
整
係



参
加
者
募
集

8
月
4
日（
木
）

夏
休
み
親
子
で
ご
み
処
理
施
設
見
学
会

!!

詳
し
く
は
広
報
い
な
ぎ
7
月
1
日
号
3
面
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
■先
■問
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

２３・７・１５（5）　代表電話は378－2111
　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

は
７
月　

日
で
有
効
期
限
が
切
れ

３１

ま
す
。
新
し
く
、
平
成　

年
中
の

２２

所
得
で
判
定
し
た
も
の
を
、
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月

１
日
以
降
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
高
齢
受
給
者
証
は
、
保
険

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
の
際
に
保

険
証
と
一
緒
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
２
割

（
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
は
１

２４

３１

割
）
も
し
く
は
３
割
と
な
る
も
の

で
す
。　

　

ま
た
、
現
在
高
齢
受
給
者
証
を

持
っ
て
い
な
い
方
も
、　

歳
の
誕

７０

生
日
の
翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方

は
そ
の
月
）
か
ら
対
象
と
な
り
ま

す
。
高
齢
受
給
者
証
は
交
付
月
の

前
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
医

療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
決
ま
る

の
で
、
平
成　

年
中
の
所
得
の
申

２２

告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
確
定
申

告
、
ま
た
は
課
税
課
に
て
既
に
申

告
し
た
方
は
、
新
た
に
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

▽
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

○
２
割
負
担
（
平
成　

年
３
月　

２４

３１

日
ま
で
は
１
割
負
担
）
＝
同
一
世

帯
の　

歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の

７０

住
民
税
課
税
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ

　

万
円
未
満
の
世
帯　

１４５○
３
割
負
担
＝
同
一
世
帯
の　

歳
７０

以
上
の
国
保
加
入
者
の
中
に
、
住

民
税
課
税
所
得
が　

万
円
以
上
の

１４５

方
が
い
る
世
帯　
　

※
住
民
税
課
税
所
得
が　

万
円
以

１４５

上
で
も
、　

歳
以
上
の
国
保
加
入

７０

者
の
前
年
の
収
入
の
合
計
が
、
２

人
以
上
の
場
合
は　

万
円
未
満
、

５２０

１
人
の
場
合
は　

万
円
未
満
の
と

３８３

き
は
、
国
民
健
康
保
険
係
に
申
請

す
る
こ
と
で
２
割
負
担
（
平
成　
２４

年
３
月　

日
ま
で
は
１
割
負
担
）

３１

に
な
り
ま
す
。

※
２
割
負
担
と
な
る
方
の
自
己
負

担
割
合
を
１
割
に
据
え
置
く
凍
結

70歳から74歳までの方

国民健康保険
（国保）

高齢受給者証を
更新します

健康保険を使える場合と使えない場合

マッサージはり・きゅう区分

筋麻痺・関節 拘縮 （関節の動く
こうしゅく

範囲が狭くなったり、動かなく
なったりする）などの、医療上
マッサージを必要とする症例

神経痛・リウマチ・ 頸  腕 症候群・五
けい わん

十肩・腰痛症・ 頚  椎  捻  挫 後遺症など、
けい つい ねん ざ

またはこれらの疾患と同一 範疇 と認
はんちゅう

められる疾患

健康保険が
使える場合

（医師の同意書が必要）

○疲労回復
○慰安
○疾病予防など

○上記以外の原因による肩こり
○疲労回復
○病院など保険医療機関で同じ病気
の治療を受けている場合など

健康保険が
使えない場合

（全額自己負担）

　

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

に
は
、
健
康
保
険
を
使
え
る
場
合

と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
、
左
表

の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
や
調
剤
薬
局
、
整
骨

院
・
接
骨
院
と
同
様
に
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
健
康
保

険
を
使
用
し
た
場
合
に
も
、
詳
細

な
内
容
点
検
を
専
門
の
業
者
に
委

ご
協
力
く
だ
さ
い

は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

受
診
内
容
照
会

　

国
民
健
康
保
険
医
療
費

適
正
化
の
た
め
に

託
し
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
点
検
の

結
果
、
施
術
を
受
け
た
方
に
、
委

託
業
者
よ
り
受
診
照
会
状
が
届
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
様
の
大
切
な
保

険
税
を
、
公
平
か
つ
適
切
に
運
用

し
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
照
会
状
へ
の
回
答
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
業
務
委
託
先　

株
式
会
社
オ
ー

ク
ス

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　

両
親
の
一
方
が
障
害
基
礎
年
金

１
級
相
当
の
障
害
を
有
す
る
こ
と

で
、
配
偶
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童

扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
の
運
用
見
直
し（
詳

細
は
広
報
い
な
ぎ
４
月　

日
号
４

１５

面
に
掲
載
）
に
伴
い
、
取
り
扱
い

が
次
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
児
童
扶
養
手
当
は
、
児

童
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

　

年
４
月
以
降
は
、
児
童
扶
養
手

２３ 障
害
基
礎
年
金
の

子
加
算
の
運
用
見
直
し

に
伴
う
児
童
扶
養
手
当

の
申
請

　

今
回
、
６
月
議
会
の
議
決
を
受

け
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
助

成
制
度
の
助
成
費
用
の
限
度
額
を

２
万
５
千
円
か
ら
５
万
円
に
引
き

上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
稲

城
市
商
工
会
で
実
施
す
る
耐
震
補

強
工
事
の
助
成
限
度
額
に
つ
い
て

も

万
円
か
ら

万
円
に
引
き
上

３０

５０

げ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。　

■対
 

市
内
に
あ
る
木
造
（
在
来
軸
組

工
法
に
限
る
）
の
住
宅
（
現
に
居

住
し
て
い
る
住
宅
）
で
、
昭
和　
５６

年
５
月　

日
以
前
の
建
築
確
認
で

３１

建
築
し
た
所
有
者
が
個
人
の
木
造

住
宅　

▽
助
成
費
用　

５
万
円
（
上
限
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
の

で
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
耐
震
診
断
内
容　

一
般
診
断
＝

耐
震
補
強
が
必
要
か
判
断
す
る
診

断
、
精
密
診
断
＝
補
強
設
計
を
念

頭
に
置
い
た
診
断　

▽
耐
震
診
断
を
す
る
業
者

○
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
南

部
支
部
に
属
し
て
い
る
者

○
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

務
所
登
録
制
度
に
よ
り
、
耐
震
診

断
事
務
所
と
し
て
登
録
し
て
い
る

建
築
士
事
務
所

○
建
築
士
法
（
昭
和　

年
法
律
第

２５

　

号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
一
級

２０２建
築
士
、
二
級
建
築
士
ま
た
は
木

造
建
築
士
で
、
財
団
法
人
日
本
建

築
防
災
協
会
な
ど
が
実
施
す
る
耐

震
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
て
い

る
者

※
住
宅
を
建
築
し
た
業
者
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
消
防
署
警
防
課
防
災
係

▽
補
助
対
象
工
事　
　

万
円
以
上

４０

の
工
事
、
か
つ
、
対
象
と
な
る
建

物
は
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る

住
宅
、
併
用
・
集
合
住
宅
に
お
け

る
個
人
住
宅
部
分

▽
補
助
金
額

①
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
＝
工
事
額
の

５
％
（　

万
円
を
限
度
）

１０

②
耐
震
補
強
工
事
＝
工
事
額
の　
１０

％
（　

万
円
を
限
度
）

５０

※
①
と
②
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■申
 

申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
付
の

う
え
、
商
工
会
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
、
工
事
着
工
前
に
限
り

ま
す
。

■限
 

平
成　

年
１
月　

日（
火
）

２４

３１

※
期
限
内
に
補
助
金
限
度
額
に
達

し
た
場
合
は
、
申
請
を
締
め
切
り

ま
す
。

※
詳
細
は
、「
稲
城
市
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、直
接
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７７

　

市
内
在
住
の
心
身
に
障
害
の
あ

る
方
と
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
、

水
に
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
の
輪
を

広
げ
る
た
め
、
プ
ー
ル
開
放
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■日
 

８
月
５
日（
金
）

※
雨
天
中
止

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
正
午

１０

〜
午
後
１
時
は
休
憩
）

■場
 

稲
城
第
一
中
学
校
プ
ー
ル

※
付
き
添
い
の
方
も
原
則
水
着
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

近
年
、
子
ど
も
と
離
れ
て
長
い

老
後
を
夫
婦
だ
け
で
過
ご
す
世
代

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
し
て
他
人
事
で
は
な

い
親
の
介
護
。
突
然
の
事
態
に
誰

も
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
親
も
子

も
生
活
が
一
変
し
な
い
よ
う
に
今

か
ら
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■対
 

介
護
に
関
心
の
あ
る
方

■日
 

７
月　

日（
土
）

３０

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
１０

■内
 

高
齢
者
っ
て
何
だ
ろ
う
？
、
高

齢
者
の
抱
え
る
不
安
っ
て
？
、
介

護
に
備
え
る

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

７
月　

日（
月
）

２５

■先
 

■問
 

稲
城
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー　

1　

・
６
６
０
１

３３１

稲
城
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断

助
成
制
度

稲
城
市
商
工
会住宅

改
修
等
補
助
金

　

耐
震
診
断
と
は
、
大
地
震
に
対

し
、
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を

有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
調
査

で
す
。
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
ま
た

耐
震
補
強
工
事
を
市
内
の
業
者
が

施
行
し
た
場
合
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
商
工
会
が
補
助
す
る
制
度
で

す
。

■対
 

申
請
日
時
点
で
市
民
の
方
、
か

つ
、
対
象
住
宅
を
所
有
し
て
い
る

方

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間
で
、
関
係

機
関
や
地
域
の
各
団
体
の
参
加

に
よ
り
、
７
月
１
日
に
駅
頭
や

街
頭
で
広
報
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

夏
祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
、
地

域
で
の
広
報
活
動
が
予
定
さ
れ

て
い
る
他
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
球
場
で
７
月　

日（
水
）正
午

２０

か
ら
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
で
す

家
族
介
護
教
室

介
護
は
突
然

や
っ
て
く
る
！

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

そ
の
１　

心
構
え
編

助
成
限
度
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た

地
震
に
備
え
て
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を

　

現
在
保
育
所
な
ど
に
入
所
し
、

７
月
〜
９
月
の
企
業
の
節
電
対
策

に
伴
い
父
母
共
に
日
曜
日
及
び
祝

日
に
就
労
と
な
る
お
子
さ
ん
を
対

象
に
、
市
立
第
二
保
育
園
で
保
育

を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
係

当
月
額
が
障
害
基
礎
年
金
子
加
算

額
を
上
回
る
場
合
に
お
い
て
支
給

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
を
受

け
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
児

童
扶
養
手
当
の
申
請
を
平
成　

年
２３

９
月　

日（
木
）ま
で
に
行
う
こ
と

１５

で
、
平
成　

年
４
月
に
遡
及
し
て

２３

認
定
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
請
を
お
考
え
の
方
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
児
童
係

日
曜
日
と
祝
日
の

保
育
を
行
い
ま
す

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い

な
ぎ
正
吉
苑　

1　

・
２
２
０
２

３７０

　

暑
い
時
期
は
食
欲
が
な
く
な
り
、

栄
養
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ

の
夏
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
食

事
や
栄
養
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
 

７
月　

日（
金
）

２９

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■場
 

や
の
く
ち
正
吉
苑
地
域
交
流
ス

ペ
ー
ス

■定
 
　

人
２０

■内
 

夏
バ
テ
防
止
の
た
め
の
栄
養
の

話
と
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
な
ど

■講
 

手
塚　

順
子
氏
（
い
な
ぎ
正
吉

苑
管
理
栄
養
士
）

■費
 

無
料

介
護
予
防
教
室

夏
バ
テ
を

乗
り
き
る
た
め
の

栄
養
の
話

▲ＰＲ活動にはたくさんのご協力を
　いただきました

措
置
が
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２４

３１

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
更

新
で
は
有
効
期
限
を
平
成　

年
３

２４

月　

日
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

３１
■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
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市
で
は
平
成　

年
４
月
以
降
に

２４

採
用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種
・
募
集
人
員
な
ど　

左
表

の
と
お
り

■日
 

一
次
試
験
日　

９
月
４
日（
日
）

■場
 

一
次
試
験
会
場　

駒
沢
女
子
大

学
・
短
期
大
学

■申
 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
成　

年
２４

度
稲
城
市
職
員
採
用
情
報
」
ま
た

は
、
東
京
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

（ 　
 h

ttp
s://w

w
w
.e

‐te

HP

tsu
zu
k
i９９
.com

/tok
y
o/

）

か
ら
電
子
申
請
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■限
 

７
月　

日（
金
）午
後
５
時

２９

※
や
む
を
得
ず
電
子
申
請
が
で
き

な
い
場
合
は
、
市
役
所
５
階
人
事

課
で
配
布
す
る
申
込
書
を
入
手
し
、

記
入
の
う
え
７
月　

日（
金
）に
人

２９

事
課
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
不
可
）
。

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
可
能

■申
 

申
込
書
・
質
問
票
を
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

７
月　

日（
金
）必
着

２２

■先
 

■問
 

人
事
課
人
事
給
与
係

急 
募

子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員

■申
 

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

７
月　

日（
金
）必
着

２２

■先
 

■問
 

納
税
課
税
管
理
係

募 
集

市
税
等
収
納
嘱
託
員

だ
よ
り 

商  

工  

会 

稲
城
市
商
工
会
青
年
部

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
事
業

大
丸
用
水

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

　

夏
休
み
に
入
る
と
、
子
ど
も
た

ち
が
大
丸
用
水
で
遊
ん
で
い
る
光

景
を
目
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
稲

城
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、
環
境

美
化
市
民
運
動
に
合
わ
せ
て
用
水

及
び
そ
の
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
け
が
の
原
因
と
な
る

ご
み
を
取
り
除
き
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
の
方

※
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
小
学
生

以
下
も
可

■日
 

７
月　

日（
日
）

２４

夏
休
み
に
ち
び
っ
子
集
ま
れ
!

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
夏
祭
り

　
　

カ
ブ
ト
ム
シ
や

亀
さ
ん
も
く
る
よ
!

差
点
南
）
1　

・
６
５
４
６

３７７

第
４
回

ぜ
い
き
ん
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド

in

※
雨
天
決
行

■時
 

午
前
９
時　

分
〜

３０

■場
 

よ
み
う
り
ラ
ン
ド

■定
 
　

人
５００

■費
 

小
学
生
の
入
園
は
無
料
（
保
護

者
の
入
園
料
は
自
己
負
担
）

■申
 

住
所
、
保
護
者
・
小
学
生
の
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

※
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
場
合
は
、

送
信
後
に
必
ず
着
信
の
確
認
を
日

野
法
人
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

７
月　

日（
月
）消
印
有
効

２５

■先
 

■問
 

公
益
社
団
法
人
日
野
法
人
会

（
〒　

・　

日
野
市
高
幡
３
の
８
）

１９１

００３１

1　

・　

・
９
９
０
０
、
5　

・

０４２

５９３

０４２

　

・
９
８
９
９

５９３

※
雨
天
時
は
中
止
と
し
ま
す
。

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
午
前
９
時　

分
受
付

３０

■場
 

①
大
丸
地
区
会
館　

②
押
立
児

童
公
園

※
二
手
に
分
か
れ
て
清
掃
し
ま
す
。

■持
 

軍
手
ま
た
は
ゴ
ム
手
袋

※
水
に
濡
れ
て
も
良
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７７

■日
 

８
月
５
日（
金
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

■内
 

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
小
物
入
れ

作
り
。
か
わ
い
い
布
地
で
牛
乳
パ

ッ
ク
が
変
身　

男
の
子
用
の
柄
も

!!

あ
る
よ
!
ト
ラ
イ
し
て
み
て
ね
！

■費
 

子
ど
も　

円
、
大
人　

円

１００

２００

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■場
 

■先
 

■問
 

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大
丸

　

の
５
、
川
崎
街
道
、
東
長
沼
交

１１８

■対
 

市
税
な
ど
に
未
納
が
無
く
、
心

身
と
も
に
健
康
な
方

※
現
在
、
女
性
３
人
勤
務

■内
 

市
税
な
ど
の
電
話
催
告
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
業
務
、
訪
問
に
よ
る
納
付

案
内
業
務
な
ど

▽
勤
務
場
所　

市
役
所
・
市
内

▽
勤
務
日
数　

１
カ
月　

日
程
度
、

１６

土
・
日
曜
日
勤
務
あ
り

▽
勤
務
時
間　

１
日
７
時
間
、
１

カ
月
３
日
程
度
残
業
あ
り

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
報
酬
（
月
額
）　

基
本
給　

万
１５

６
１
０
０
円
、
手
当
あ
り

※
社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
有
給
休
暇
制
度
あ
り

▽
任
用
日　

８
月
１
日
以
降
（
原

則
任
用
期
間
は
４
月
１
日
〜
翌
年

３
月　

日
）
、
勤
務
成
績
に
よ
り

３１

更
新
可
能

▽
選
考
方
法　

面
接
ほ
か

募
集
し
ま
す

地
域
情
報
誌『
多
摩
ら
・
び
』

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

す
。　

月
の
『
多
摩
ら
・
び
』
稲

１２

城
特
集
の
発
行
に
際
し
て
、
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
稲

城
が
好
き
、
稲
城
を
知
り
た
い
と

い
う
好
奇
心
旺
盛
な
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
が
可

能
な
ら
ば
な
お
可

※
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

▽
任
期　

８
月
〜　

月
１２

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０
■内
 

市
内
商
店
・
施
設
・
人
物
な
ど

へ
の
取
材
及
び
原
稿
の
作
成
・
撮

影■申
 

７
月　

日（
日
）ま
で
に
イ
ン
タ

３１

ー
ネ
ッ
ト
登
録
フ
ォ
ー
ム
（  　
 hHP

ttp
://w

w
w
.tam

ash
in
.jp

/lav
ie.h
tm
l

）
か
ら
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
 

多
摩
信
用
金
庫
「
多
摩
ら
・
び
」

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
係
（
担
当　

酒

井
）
1　

・　

・
７
７
２
７
、
市

０４２

５２６

役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　

『
多
摩
ら
・
び
』
は
地
域
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
情
報
誌
で
、
多
摩

ら
い
ふ
倶
楽
部
が
発
行
し
て
い
ま

　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
内
に
設
置
す

る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、
ぜ
い

き
ん
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
す
べ
て
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
通
過
し
た
方
に
は
、
「
ワ

ン
デ
ー
パ
ス
」
を
進
呈
し
ま
す
。

■対
 

小
学
生
と
保
護
者

■日
 

８
月
６
日（
土
）

平成24年度　市職員募集

その他資格など年齢要件募集
人員職種区

分

昭和59年4月2日～平成
2年4月1日生まれの方
（大学院卒業または卒業
見込の方は、昭和57年4
月2日以降に生まれた方）

10人
程度

一般
事務
Ⅰ類Ａ

Ａ

電気技術一般の職務に
必要な知識を有する方
（学校で専門科目を履
修していることなど）

昭和52年4月2日～平成
2年4月1日生まれの方

若干
名

電気
技術
Ⅰ類

Ｂ

身長：
 �� 男性160cm以上
 �� 女性155cm以上

矯正視力：
 ��� 両眼で0．7以上

消防士として必要な体
力がある健康な方で日
本国籍を有する方

昭和59年4月2日～平成
2年4月1日生まれの方

8人

消防士
Ⅰ類Ｃ

昭和63年4月2日～平成
4年4月1日生まれの方

消防士
Ⅱ類Ｄ

平成2年4月2日～平成6
年4月1日生まれの方

消防士
Ⅲ類Ｅ

○保健師の免許を有す
る方（平成24年3月末
までに取得見込みの方
を含みます）
○普通自動車運転免許
を有する方（平成24年
3月末までに取得見込
みの方を含みます）

昭和59年4月2日～平成
2年4月1日生まれの方

若干
名

保健師
Ⅰ類Ｆ

※Ⅰ類：大卒程度、Ⅱ類：短大卒程度、Ⅲ類：高卒程度
※いずれの職種も学歴は問いません。
※複数の受験区分に申し込むことはできません。
※全ての職種で、日常的に自動車の運転を必要とする部署に配属さ
れることがあります。

※地方公務員法第16条に定める欠格事項に該当する方は受験でき
ません。

高齢者熱中症防止シェルター（涼み処）

開館日・開館時間所在地名称・連絡先
毎日
午前9時～午後4時30分百村7福祉センター（1階ロビー）

1378－3366

月・水・金曜
（8月15日～19日除く）
午前10時～午後3時

百村7
（福祉センタ－内）

ふれあいセンター百村・東長沼・
大丸
1378－6320

月・水・金曜
（8月10日～15日除く）
午前10時～午後3時

押立410－3
（ジョイハウスた
まがわ）

ふれあいセンター押立
1378－4682

月・水・金曜
（8月12日～15日除く）
午前10時～午後3時

坂浜2996－2
（稲城老人会館内）

ふれあいセンター坂浜
1331－4501

月・水・金曜
午前10時～午後3時

向陽台3－2
（向陽台小学校内）

ふれあいセンター向陽台
1319－2410

月・水・金曜
（8月15日～19日除く）
午前10時～午後3時

平尾3－1－1
（平尾小学校内）

ふれあいセンター平尾
1331－5143

矢野口1603
（矢野口自治会館
内）

ふれあいセンター矢野口
1379－7730

毎日（第2・4月曜除く）
午前9時～午後6時

長峰1－1
（稲城中央公園内）

総合体育館
グリーンコミュニティルーム
1331－7156
（グリーンウェルネス財団）

毎日（第1・3・5月曜除く）
○火～土曜まで
　午前9時～午後9時
○日曜祝日、第2・4月曜
　午前9時～午後5時

東長沼2111中央文化センター（1階ロビー）
1377－2121

毎日
（第1・3・5月曜、祝日除く）
○火～土曜まで
　午前9時～午後9時
○日曜、第2・4月曜
　午前9時～午後5時

矢野口1780

第二文化センター（1階ロビー）
1378－0567

月～土曜　午前9時～午後5時第二文化センター
（2階老人福祉館）※

毎日
（第1・3・5月曜、祝日除く）
○火～土曜まで
　午前9時～午後9時
○日曜、第2・4月曜
　午前9時～午後5時

平尾1－20－5第三文化センター（1階ロビー）
1331－0230

東長沼271第四文化センター（1階ロビー）
1377－4406

向陽台6－7城山文化センター（1階ロビー）
1379－5411

毎日（第2・4月曜除く）
午前9時～午後10時若葉台2－5－2

ｉプラザ（1階エントランスホー
ル・喫茶コーナー）
1331－1720

毎日（第4月曜除く）
午前9時～午後8時

向陽台4－6－18
（城山公園内）

中央図書館（城山体験学習館）
1378－7111

※老人福祉館は60歳以上の方がご利用いただけます。

一次試験
9月4日（日）

平成24年度
市職員の募集

▽
申
込
後
の
流
れ　

①
申
込
受
付

後
に
交
付
す
る
「
事
前
課
題
票
」

を
自
筆
で
作
成　

②
「
事
前
課
題

票
」
を
人
事
課
人
事
給
与
係
に
郵

送
で
提
出　

③
事
前
課
題
票
を
受

付
後
、
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
平
成　

年
度
稲
城

２４

市
職
員
採
用
案
内
」
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
成　

年
度
稲
城

２４

市
職
員
採
用
情
報
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

人
事
課
人
事
給
与
係

■対
 

児
童
福
祉
司
、
臨
床
心
理
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
看
護
師
、
保
育
士
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

▽
勤
務
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
（
向
陽
台
小
学
校
敷
地

内
）

▽
勤
務
日
数　

週
５
日

▽
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間　

分
４５

▽
報
酬
（
月
額
）　
　

万
３
４
０

１９

０
円
〜　

万
６
２
０
０
円

２０

▽
任
用
期
間　

採
用
日
〜
平
成　
２４

年
３
月　

日
３１

▲牛乳パックで作った
　小物入れ

　

熱
中
症
の
予
防
と
節
電
の
た
め
、

日
中
猛
暑
時
の
避
難
場
所
と
し
て
、

熱
中
症
防
止
シ
ェ
ル
タ
ー
（
涼
み

処
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、

熱
中
症
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、

高
齢
者
の
方
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
配
布
し
ま
す
。

■間
 

お
お
む
ね
９
月
末
ま
で

■時
 

■場
 

下
表
の
と
お
り

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

熱
中
症
防
止

シ
ェ
ル
タ
ー 

（
涼
み
処
）



２３・７・１５（7）　代表電話は378－2111

募
集
し
ま
す

　

応
急
危
険
度
判
定
員

シルバー
人材

センター
問い合わせ

1377・2212

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城

市
保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城

206

0804

市
百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

受
講
者
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
■日
 

８
月
９
日（
火
）・　

日（
水
）

１０

※
２
日
間
、
計
６
時
間

■時
 

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１２

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 
　

人
１０

■内
 

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

※
使
用
パ
ソ
コ
ン
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

で
す
。

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
「
稲

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
パ
ソ
コ
ン
教

室
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

夏
休
み
の
一
日
、
地
域
の
水
環

境
を
守
る
水
再
生
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は 
覆  ふく

 
蓋 
施
設
芝
生
広
場
を
開
放
す
る
他
、

が
い見

学
会
と
微
生
物
の
観
察
や
竹
細

工
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な

　

都
で
は
、
都
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
に
基
づ
く
応
急
危
険
度
判

定
員
と
し
て
登
録
で
き
る
方
を
募

集
し
ま
す
。応
急
危
険
度
判
定
は
、

大
規
模
な
震
災
が
発
生
し
た
場
合

に
、
余
震
な
ど
に
よ
る
二
次
災
害

を
防
ぐ
た
め
、
被
災
建
築
物
の
当

面
の
使
用
の
可
否
を
判
定
す
る
も

の
で
す
。

　

今
年
度
、
一
定
年
齢
（
下
表
参

照
）の
女
性
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

と
女
性
の
た
め
の
が
ん
検
診
手
帳

を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

「
お
知
ら
せ
」
を
お
読
み
に
な
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大腸がんのはなし

　

肛
門
か
ら
の
出
血
が
あ
っ
た

時
、
痔
の
た
め
と
決
め
つ
け
て

い
ま
せ
ん
か
？
も
し
か
し
た
ら
、

そ
れ
は
大
腸
が
ん
、
直
腸
が
ん

か
ら
の
出
血
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
お
け
る
大
腸
が
ん
・

直
腸
が
ん
は
年
々
増
加
し
、 
罹  り

患
   

数
は
約　

万
人
（
２
０
０
５

か
ん

１０

年
）
、
死
亡
数
は
男
性
３
位
、

女
性
１
位
（
２
０
０
９
年
）
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
と

し
て
高
脂
肪
・
低
繊
維
食
、
喫

煙
、
遺
伝
な
ど
が
正
常
細
胞
の 
癌 がん

化
に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
症
状
は
血
便
、
便
が
細

く
な
る
、
下
痢
、
腹
部
膨
満
、
腹

痛
、
貧
血
な
ど
で
す
。
大
腸
が
ん

検
診
で
は
、
便
を
提
出
す
る
簡
便

な
「
便
潜
血
検
査
」
が
広
く
行
わ

れ
て
お
り
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
、
か
な
り
進
行
し
た
段

階
で
受
診
す
る
方
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。

　

治
療
に
つ
い
て
で
す
が
、
早
期

で
あ
る
粘
膜
が
ん
で
は
内
視
鏡
切

除
が
可
能
で
す
。
そ
れ
よ
り
深
い

病
変
に
対
し
て
は
、
開
腹
手
術
、

 
創 
が
小
さ
な
腹
腔
鏡
手
術
の
他
、

き
ず抗

が
ん
剤
治
療
を
内
服
や
注
射
で

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

手
術
を
し
て
も
、
局
所
に
再
発
を

■問 稲城市保健センター
1378－3421

起
こ
し
た
り
、
が
ん
細
胞
が
リ

ン
パ
液
や
血
液
に
よ
っ
て
移
動

し
、
リ
ン
パ
節
、
肝
臓
、
肺
、

脳
、
骨
に
転
移
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
治
療
法
は
進
行
度
や

年
齢
、
体
力
、
余
病
に
よ
り
異

な
り
、一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
師
の
経
験
主
義
や
勘
に
頼
る

だ
け
で
は
な
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
い
た
治
療
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

病
気
の
発
見
の
た
め
に
は
、

症
状
が
な
く
て
も
大
腸
が
ん
検

診
を
積
極
的
に
受
け
る
他
、
日

常
か
ら
病
気
の
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
気

に
な
る
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

稲
城
市
医
師
会　

小
林　

直
之

※
登
録
に
は
講
習
会
の
受
講
が
必

要
で
す
。

■対
 

都
内
に
在
住
・
在
勤
で
、
建
築

士
（
１
級
、
２
級
、
木
造
）
の
資

格
を
有
す
る
方

■日
 

９
月　

日
（
木
）
、　

月　

日

２９

１０

２１

（
金
）

■場
 

都
庁

■費
 

無
料

■申
 

市
役
所
緑
と
建
設
課
に
あ
る
申

込
書
に
、建
築
士
免
許
証
の
写
し
、

カ
ラ
ー
写
真
（
３
×　
　

）
２
枚

２.５
cm

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

８
月　

日（
金
）

１２

■先
 

緑
と
建
設
課
建
築
営
繕
係

■問
 

東
京
都
都
市
整
備
局
建
築
企
画

課　

1　

・
５
３
８
８
・
３
３
４
８

０３

り
、
お
早
め
に
予
約
申
込
を
し
て

く
だ
さ
い
。　

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
指
定
医
療

機
関
の
み
有
効
と
な
り
ま
す
。

※
今
年
の
４
月
１
日
以
降
に
、
市

の
子
宮
頸
が
ん
検
診
ま
た
は
乳
が

ん
検
診
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、

自
己
負
担
金
を
お
返
し
し
ま
す
の

で
、
通
知
に
同
封
さ
れ
て
い
る
案

内
を
ご
覧
に
な
っ
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。　

▽
ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期
間　

７
月

　

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

１５

２４

１６

■費
 

３
千
円

■申
 

往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス
・

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

７
月　

日（
金
）必
着

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

ど
、
様
々
な
催
し
物
を
実
施
し
、

参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

■対
 

市
内
在
住
の
お
子
さ
ん
、
そ
の

保
護
者
、
一
般
在
住
者

■日
 

７
月　

日（
金
）

２９

※
小
雨
決
行

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時　

３０

３０

分■場
 

■問
 

東
京
都
下
水
道
局
南
多
摩
水

再
生
セ
ン
タ
ー
（
稲
城
市
大
丸
１

４
９
２
）
1　

・
９
１
２
１

３７７

乳がん

【40歳】昭和45年4月2日～昭和46年4月1日

【45歳】昭和40年4月2日～昭和41年4月1日

【50歳】昭和35年4月2日～昭和36年4月1日

【55歳】昭和30年4月2日～昭和31年4月1日

【60歳】昭和25年4月2日～昭和26年4月1日

検診対象者年齢（生年月日）

子宮頸がん

【20歳】平成  2  年4月2日～平成  3  年4月1日

【25歳】昭和60年4月2日～昭和61年4月1日

【30歳】昭和55年4月2日～昭和56年4月1日

【35歳】昭和50年4月2日～昭和51年4月1日

【40歳】昭和45年4月2日～昭和46年4月1日

が
ん
検
診

（
子
宮 
頸 
が
ん
・
乳
が
ん
）

け
い

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

小児用肺炎球菌ワクチンヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）
ワクチン子宮頸がん予防ワクチン対象

ワクチン

接種日現在、稲城市にお住まい
の生後2カ月～5歳未満（5歳の
誕生日の前々日まで）の方

接種日現在、稲城市にお住まい
の生後2カ月～5歳未満（5歳の
誕生日の前々日まで）の方

接種日現在、稲城市にお住まいの中学校1年～
高校2年生相当の年齢の女性の方
※平成23年度の助成対象者は、平成6年4月2
日～平成11年4月1日までに生まれた方

助成対象者

接種1回につき1，120円接種1回につき880円接種1回につき1，590円自己負担額

平成23年4月1日～平成24年3月31日助成期間

接種を開始した年齢により回数
が違います。
①2カ月～7カ月未満：
　4回（初回3回、追加1回）
②7カ月～1歳未満：
　3回（初回2回、追加1回）
③1歳～2歳未満：2回
④2歳～5歳未満：1回
※接種間隔は60日以上（初回接
種は、27日以上）

接種を開始した年齢により回数
が違います。
①2カ月～7カ月未満：
　4回（初回3回、追加1回）
②7カ月～1歳未満：
　3回（初回2回、追加1回）
③1歳～5歳未満：1回
※初回は4～8週間、追加は1年
間の間隔で接種

3回（初回接種の1カ月後に1回と、6カ月後に
1回接種）
※全国的なワクチンの供給量不足により、2回
目、3回目の接種または高校2年生、高校1年生
相当の年齢の方の接種のみ再開されています。
中学校1～3年生の方の再開時期などは、決まり
次第広報いなぎまたは市ホームページでお知ら
せします。

助成対象と
なる接種と
回数（上限）

指定医療機関で接種を受けてください。指定医療機関によって接種日やワクチンの納入状況などが違いますので、
必ず事前に問い合わせてください。接種方法

①母子健康手帳
※必ず持参してください。忘れ
た時には接種を受けられませ
ん。
②自己負担額（接種1回につき
1，120円）
③予診票（指定医療機関で配布
しています）
④診察券（お持ちの方）
⑤健康保険証

①母子健康手帳
※必ず持参してください。忘れ
た時には接種を受けられませ
ん。
②自己負担額（接種1回につき
880円）
③予診票（指定医療機関で配布
しています）
④診察券（お持ちの方）
⑤健康保険証

①母子健康手帳
※母子健康手帳がない方は、接種後に指定医療
機関から予防接種済証を受け取り、2回目以降
の接種時に必ず持参してください。
②自己負担額（接種1回につき1，590円）
③予診票（指定医療機関で配布しています）
④同意書
※保護者が同伴しない場合に、必要になります。
⑤診察券（お持ちの方）
⑥健康保険証

当日の
持ち物

【矢野口】谷平医院、やのくち小児科アレルギー科、かじわら内科泌尿器科クリニック
【東長沼】菜の花クリニック（子宮頸がんのみ）、松本医院（子宮頸がんのみ）、東長沼クリニック、
　　　　　立花こどもクリニック、あべ内科クリニック
【大丸】稲城診療所、稲城市立病院、いしがき医院
【平尾】簡野クリニック、高クリニック、平尾内科クリニック　
【押立】桜井医院　【長峰】長峰クリニック　【若葉台】若葉台クリニック、もりこどもクリニック
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

指定医療
機関

南
多
摩
水
再
生
セ
ン
タ
ー

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１開

催

平成23年度子宮頸がん予防ワクチン・ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）
けい

ワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用の一部助成
■問稲城市保健センター　1378－3421

　市では、子宮頸がん予防ワクチン、ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの
接種費用の一部を助成しています。これらの予防接種は、任意予防接種（保護者の希望で受けるもの）で、
接種を受ける法律上の努力義務はありません。接種に当たっては、指定医療機関で配布している接種を受け
るに当たっての説明文をよく読み、医師と相談して接種を受けてください。
※高校1年生相当年齢の方への子宮頸がん予防ワクチン接種が、7月11日から再開されました。

■対
 

接
種
日
現
在
、
生
後
３
カ
月
以

上
６
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん

※
生
後
３
カ
月
の
お
子
さ
ん
に
は

通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

■日
 

７
月　

日（
木
）

２８

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

　

分
３０■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
自
費

と
な
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
病
気

な
ど
に
よ
り
、
当
日
接
種
で
き
な

い
方
は
、
早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
お
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
付
き
添
い
の
方

の
来
場
も
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）



２３・７・１５ 代表電話は378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受付
日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※7月19日（火）の定期健康相談は、7月15日（金）まで予約を受け付けます。
※7月19日（火）の法律相談は、7月15日（金）に予約を受け付けます。
※7月19日（火）のくらしの書類作成相談は、7月15日（金）に予約を受け付けます。
※8月2日（火）の定期健康相談は、8月1日（月）まで予約を受け付けます。
※8月3日（水）の住宅リフォーム相談は、7月25日（月）まで予約を受け付けます。

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1

206

0804

112

1　

・

3
4
2
1

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金７／15

土16

＋休日急病診療所　菊池医院（百村）9時～5時 ��� 1378－3333日○１７ 
＋休日急病診療所　松本医院（東長沼）9時～5時 �� 1377－6027
＋休日薬局　　　　薬局コスモ（大丸）9時～5時 �� 1378－4714月○１８ 
定期健康相談 9時～11時（予約必要） 保健センター
法律相談 9時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 1時30分～4時30分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火19

1歳6カ月児健康診査（平成21年12月生まれ） 保健センター
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
高齢者・障害者の法律相談 1時30分～4時30分（予約随時） 福祉センター
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水20

3歳児健康診査（平成20年6月生まれ） 保健センター
1歳児歯科健康診査（平成22年6月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
税務相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木21

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金22

休日窓口　８時30分～正午、１時～５時
 ���� 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
心の専門相談 1時～4時（前日までに予約） 福祉センター
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係

土23

＋休日急病診療所　あべ内科クリニック（東長沼）9時～5時  1379－4870
＋休日薬局　　　　稲城駅前薬局（東長沼）9時～5時 ��� 1370－8370日○2４ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月25

3カ月～4カ月児健康診査（平成23年3月生まれ） 保健センター
定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火26

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
不動産相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談 9時～正午・1時～4時 平尾出張所

水27

法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木28

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金29

土30

＋休日急病診療所　東長沼クリニック（東長沼）9時～5時  1379－4851
＋休日薬局　　　　徳永薬局東長沼店（東長沼）9時～5時  1370－7837日○３１ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月8／1
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般
市
民
、
関
係
者　

■日
 

７
月　

日（
金
）

２９

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時　

分
３０

■場
 

日
野
市
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

（
日
野
市
日
野
本
町
１
の
６
の
２
）

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

８０
■講
 
 
柏
倉 　
 
美  
和  
子 
医
師
（
桜
ヶ
丘

か
し
わ
く
ら 

み 

わ 

こ

記
念
病
院
）

■申
 

電
話
で
７
月　

日（
月
）ま
で
に

２５

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■共
 

日
野
市
障
害
福
祉
課
・
健
康
課
、

東
京
都
南
多
摩
保
健
所

■先
 

■問
 

東
京
都
南
多
摩
保
健
所　

1

　

・　

・
７
６
６
１

０４２

３７１
精
神
保
健
福
祉
講
演
会

統
合
失
調
症
の

理
解
と
家
族
の
対
応

　
　

元
気
の
も
と
を

見
つ
け
よ
う

　

骨
の
量
は　

代
〜　

代
を
ピ
ー

２０

３０

ク
に
そ
の
後
は
年
齢
と
と
も
に
減

少
し
ま
す
。
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

蓄
え
、
骨
量
の
減
少
を
防
ぐ
「
生

活
習
慣
」
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
せ
ん
か
。

■対
 
　

歳
〜　

歳
の
女
性
で
２
日
間

３０

５０

参
加
で
き
る
方
、
医
師
か
ら
運
動

制
限
さ
れ
て
い
な
い
方

■日
 

■時
 

■内
 

■場
 

下
表
の
と
お
り

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０
■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

９
月　

日（
月
）

１２

女性のための健康づくり教室

会場内容時間期日

保健
センター

骨粗しょう症・更年期の話、
栄養の話（カルシウム強化の食
事）、昼食はカルシウムたっぷ
り膳をご用意します。

午前10時～
午後2時　  

1日目
9月21日（水）

総合体育館
健康運動指導士による骨粗しょ
う症予防のため講義、ウォーキ
ング・筋トレなどの実技

午後1時30分
　～3時30分

2日目
9月30日（金）

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５２

れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に
１
回
の

受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

■日
 

８
月　

日（
土
）

２０

■時
 

午
前
７
時　

分
〜
正
午

４５

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
抽
選
）

５５
■内
 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
検
査

■費
 

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

※
期
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
（https://w

w
w
.e

‐te
tsu
zu
k
i９９
.com

/tok
y
o/

）、

携
帯
電
話
か
ら
は
左
の
バ
ー
コ
ー

ド
、
窓
口
持
参

の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

い
。

■限
 

７
月　

日（
金
）必
着

２２

※
抽
選
結
果
は
期
日
の　

日
前
ま

１０

で
に
通
知
し
ま
す
。

※
次
回
の
胃
が
ん
検
診
は
、
９
月

３
日（
土
）に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。

胃がん検診希望
１．８月20日（土）・
 　保健センター
２．住所
３．氏名（フリガナ）
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

胃
が
ん
検
診

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
中

　

ま
だ
遅
く
な
い
！

骨
づ
く
り
教
室

　

国
の
「
麻
し
ん
排
除
計
画
」
に

基
づ
き
、
中
学
１
年
生
、
高
校
３

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方
を
対

象
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
入
る
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■対
 

第
３
期
＝
平
成　

年
４
月
２
日

１０

〜
平
成　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

１１

た
方

第
４
期
＝
平
成
５
年
４
月
２
日
〜

平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方※
対
象
者
に
は
４
月
に
お
知
ら
せ

を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
転
入
な
ど

で
予
診
票
が
な
い
場
合
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
保
護
者
が
同
伴
し
な
い
場
合
は
、

「
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
の
同
意

書
」
及
び
「
予
診
票
」
の
保
護
者

自
署
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■間
 

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２４

３１

■場
 

指
定
医
療
機
関

■費
 

無
料
（
公
費
負
担
）

ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■対
 

■定
 

市
内
在
住
、
成
人
で
推
進
員

と
し
て
活
動
で
き
る
方
（
男
性
も

可
）
・　

人
１０

■内
 

市
が
主
催
し
て
い
る
行
事
へ
の

参
加
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
（
調

理
講
習
会
な
ど
の
企
画
・
運
営
）

な
ど

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

９
月　

日（
金
）

３０

※
推
進
員
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て

説
明
会
の
開
催
（　

月
上
旬
頃
）

１０

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
歯
医
者
が
な
い
お

子
さ
ん
や
、
食
べ
方
が
気
に
な
る

お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
歯
科
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。

▲申込記入例

２歳児
歯科健康診査希望

１．健診日　８月３日（水）
２．幼児氏名（フリガナ）
３．保護者氏名
４．幼児生年月日
５．住所
６．電話番号

■対
 

平
成　

年
７
月
生
ま
れ
の
お
子

２１

さ
ん

■日
 

８
月
３
日（
水
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

時　

分

１０

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■内
 

歯
科
健
康
診
査
、個
別
相
談（
食

事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■限
 

７
月　

日（
水
）必
着

２７

２
歳
児歯

科
健
康
診
査

■日
 

７
月　

日（
金
）

２２

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
室

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０
※
初
め
て
の
方
が
対
象
で
す
。

■内
 

親
子
そ
ぼ
ろ
御
飯
、
き
ゅ
う
り

と
さ
さ
み
の
胡
麻
酢
、 
冬  
瓜 
の
吉

と
う 
が
ん

野 
椀 
ほ
か

わ
ん

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角 
巾 
、
筆
記
用

き
ん

具
、
手
拭
き
（
指
輪
、
腕
時
計
は

外
し
て
く
だ
さ
い
）

■費
 

無
料

■申
 

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

７
月　

日（
水
）

２０

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

　

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員
は
、

偏
り
の
な
い
食
生
活
、
適
度
な
運

動
、
十
分
な
休
養
を
柱
と
し
た
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
文

化
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
調
理
講
習
会
や
食
生
活
に
関
す

る
講
演
会
な
ど
の
開
催
を
し
て
い

募
集
し
て
い
ま
す
！

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員

参
加
者
募
集

調
理
講
習
会

「
夏
の
会
席
」

平
成　

年
度

23

麻
し
ん
・
風
し
ん

予
防
接
種

（
第
3
期
・
第
4
期
）




